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自然劇場

　明けましておめでとうございます。
　本年も皆さんにとって健やかでご多幸の年と
なりますようご祈念申し上げます。
　　　　　　　　　　（写真はおひさま保育園）

一人ひとりが希望の持てる村へ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
清
々
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
は
、
温
暖
化
の
影
響
で
寡か
せ
つ雪

で
し
た
が
、
こ
の
正
月
は
昨
年
末
か
ら
の

積
雪
で
雪
国
ら
し
い
景
観
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
後
の
世
界

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
以
降
、
減
っ
て
い
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
盛
り
返
し
、
昨
年
は
過

去
最
高
の
入
込
で
し
た
。
国
内
か
ら
の
海

外
旅
行
も
増
え
て
お
り
、
景
気
は
上
向
い

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

レ
バ
ノ
ン
、
ガ
ザ
地
区
の
紛
争
な
ど
、
世

界
の
混
乱
は
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
間
も
な
く
大
統
領
が
変
わ
る
ア
メ
リ

カ
は
予
測
不
能
、
隣
国
韓
国
で
は
政
情
不

安
が
続
き
、
中
国
、
北
朝
鮮
な
ど
近
隣
国

の
動
き
に
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
国
際
化

が
進
ん
だ
今
、
人
の
流
れ
、
金
の
流
れ
、

食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
物
の
流
れ
な

ど
、
国
外
の
動
き
も
村
の
暮
ら
に
直
結
し

て
い
ま
す
。
日
用
品
や
食
料
、
光
熱
費
の

高
騰
な
ど
、
ま
だ
完
全
に
活
気
あ
る
経
済

状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
生
活
支
援
や
村

内
消
費
拡
大
対
策
は
引
き
続
き
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策

　

今
、
村
の
最
大
の
課
題
は
少
子
化
対
策

で
あ
り
、
村
の
将
来
を
考
え
る
う
え
で
、

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
少
子
化
対
策
は
単
に
経
済

木島平村長　日 䑓 正 博

村
制
施
行
70
周
年

　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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支
援
だ
け
で
な
く
、
若
者
の
定
住
と
雇
用

の
安
定
、
安
心
・
安
全
な
子
育
て
環
境
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
っ
て
学
べ
る
教
育

環
境
な
ど
、総
合
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
集
落
な
ど
の
機
能
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
移
住
お
よ
び
定
住
対
策
な

ど
の
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策

　

毎
年
、
世
界
の
平
均
気
温
が
更
新
さ
れ

る
な
ど
、
温
暖
化
対
策
は
地
球
レ
ベ
ル
の

課
題
で
す
。
子
ど
も
や
孫
、
さ
ら
に
そ
の

先
の
人
類
へ
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
太

陽
光
発
電
な
ど
、
温
暖
化
対
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
個
人
住
宅
の
省
電
力
化
、

断
熱
化
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
化

対
策
は
、国
や
村
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、

個
人
で
も
出
来
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
積
み

上
げ
て
い
か
な
い
と
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
て

　

デ
ジ
タ
ル
化
は
否
応
な
く
進
み
、
様
々

な
分
野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
Ａ
Ｉ
化
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
小
中
学

校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

学
習
、
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、
確

定
申
告
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
な
ど
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
も
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
申

請
や
手
続
き
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
そ
の
一
環

で
、
村
や
国
か
ら
の
給
付
金
受
け
取
り
な

ど
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
昨
年
12
月
か
ら
は
原
則
と
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
に
な

り
、
今
年
３
月
か
ら
は
免
許
証
に
も
な
り

ま
す
。
取
得
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
に
は

役
場
窓
口
で
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
早

め
に
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

非
常
災
害
に
備
え
て

昨
年
、
村
周
辺
で
は
大
き
な
災
害
が

な
く
、比
較
的
平
穏
で
し
た
が
、元
日
早
々

に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
、
能
登
半
島
で
は
昨
年
９
月

に
大
雨
災
害
も
受
け
る
な
ど
大
変
厳
し
い

状
況
で
す
。
私
た
ち
は
日
々
の
あ
り
ふ
れ

た
普
通
の
暮
ら
し
の
有
難
み
を
忘
れ
が
ち

で
す
が
、
災
害
や
コ
ロ
ナ
を
通
じ
て
改
め

て
普
通
の
暮
ら
し
の
有
難
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
何
も
せ
ず
継
続
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
10
月

の
村
ぐ
る
み
防
災
訓
練
で
は
、
震
災
の
体

験
談
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大

災
害
の
際
は
や
は
り
共
助
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。高
齢
化
や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
希
薄
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
朝
有
事

の
際
に
は
大
事
な
機
能
と
し
て
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
制
施
行
70
周
年
に
向
け
て

令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
第
７
次
総

合
振
興
計
画
で
は
、
少
子
化
・
人
口
減
少
、

デ
ジ
タ
ル
化
、
地
球
温
暖
化
、
災
害
な
ど
、

様
々
な
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
「
今
日
よ

り
明
日
、
明
日
よ
り
明
後
日
、
今
年
よ
り

来
年
、
５
年
後
、
10
年
後
」
更
に
良
く
な

る
と
い
う
「
希
望
を
一
人
ひ
と
り
が
持
て

る
」
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　

今
年
は
巳
年
。
蛇
は
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
嫌
わ
れ
も
の
で
す
が
、
脱
皮
す
る
ご
と

に
成
長
を
繰
り
返
し
、
縁
起
が
良
い
と
い

わ
れ
ま
す
。
令
和
７
年
が
村
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
年
と
な

り
、
村
制
施
行
70
周
年
が
村
と
っ
て
活
気

あ
ふ
れ
る
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

3
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所得税・村県民税の
申告相談が行われます
【相談期間】２月17日（月）～３月17日（月）

1

　村・県民税は、個人の申告に基づき、令和 6 年中の所得に対して、令和７年度に課税されます。
村では、左ページの日程で申告相談を行いますので、事前に電話でご予約のうえお越しください。

・・・確定申告をする必要がある方・・・

　令和７年１月１日現在、村内に住所があり、令和６年中の状況が次のいずれかに該当する方が対象です。
村では、村民税県民税申告が必要と思われる方に 2 月上旬に申告書を発送します。申告書が届かなかっ
た方で該当する方は、税務係へご連絡ください。

① 農業などの事業所得がある
② 不動産（小作料等）・配当（ＪＡ出資金等）などの所得がある
③ 給与が年末調整されていない
④ 勤務先から村に給与支払報告書が提出されていない
⑤ ２か所以上から給与の支払を受けた
⑥ 所得がなく、どなたの扶養にもなっていない（例：障害年金や遺族年金のみの受給者）
 
■公的年金を受給している方
　公的年金の収入額の合計が 400 万円以下で、公的年金等以外の所得金額が 20 万円以下である場合には、
所得税の確定申告は不要です。
　ただし、公的年金以外の所得がある場合や、各種控除を受ける場合は、村民税県民税申告が必要となり、
所得税の支払や還付を受ける場合には確定申告が必要です。

・青色申告の方
・株式や土地の譲渡所得がある方
・山林所得がある方
・建物の譲渡所得、特定口座以外の株式譲渡
　所得等の複雑な譲渡所得のある方
・住宅借入金等の特別控除の申告を初めてす
　る方　など

◉場　　所　信濃中野税務署
◉期　　間　２/17（月）～３/17（月）
※会場の入場には当日配布もしくは LINE で事前発
　行可能な「入場整理券」が必要です。
◉受付時間　午前８時 30 分から
◉相談開始　午前９時から
◉そ  の  他　確定申告書は、郵送または税務署の時
　　　　　　間外収受箱への投函、e-Tax を利用し
　　　　　　て提出することもできます。

税務署で申告が必要な方

【申告に関するお問合せ】
　村県民税　総務課税務係　内線 112　／　所得税　信濃中野税務署 0269（22）3151
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申告前に必要な書類の
ご準備をお願いします。

・・・申告に必要なもの・・・

□申告書類一式（村や税務署から送付されたす
　べての書類）
□マイナンバーカードまたは通知カード（通知
　カードの場合、運転免許証・健康保険証等も
　必要）
□源泉徴収票の原本（給与・年金等）
□事業（営業・農業・不動産）所得の収支内訳
　書・収支整理表
※収支内訳書は必要経費の項目ごとに領収書を
　まとめてください。必要経費のまとめ方など
　は国税庁や村のウェブサイトなどをご確認く
　ださい。
□身体・精神障害者手帳・療育手帳等、障害者
　控除対象者認定書
□振替口座の届出印（所得税を口座振替にする
　場合）

□医療費控除の明細書（支払内訳をまとめたもの
　または医療費通知書）
　※医療費控除の明細書集計のお願い
・ 個人ごとに分ける
・ 医療機関・薬局ごとに分ける
・ それぞれの合計金額を計算する
・ 生命保険や健康保険、福祉医療などによる補填金
　額を控除する
・ 医療費控除とｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ税制は併用不可
□生命保険・個人年金・地震保険等の払込証明書
□社会保険料（国民年金保険料等）控除証明書
※国民年金控除証明書を紛失した方は「ねんきん加
　入者ダイヤル」0570（003）004 へご連絡くだ
　さい。

　　　　e-Tax
　つのメリット

▲確定申告書等作成
　コーナーはこちら

１　税務署への持参不要
２　印刷・郵送代不要
３　添付書類提出不要
　　（一部書類除く）
４　確定申告期間
　　24 時間利用可能
５　早期還付

ご自身のパソコンやスマートフォン
からも e-Tax による確定申告ができ
ます。ぜひご利用ください。

2/17( 月） 2/18( 火） 2/19( 水） 2/20( 木） 2/21( 金）

役場 2 階 役場 2 階 役場 2 階 役場 2 階 役場 2 階

2/24( 月） 2/25( 火） 2/26( 水） 2/27( 木） 2/28( 金）

役場 2 階 役場 2 階
糠千公民館

※午後の部のみ
役場 2 階

3/3( 月） 3/4( 火） 3/5( 水） 3/6( 木） 3/7( 金）

役場 2 階 役場 2 階
平沢農業構造改善

センター
※午後の部のみ

役場 2 階

3/10( 月） 3/11( 火） 3/12( 水） 3/13( 木） 3/14( 金）

役場 2 階 役場 2 階 役場 2 階 役場 2 階 役場 2 階

3/17（月）

役場 2 階

村県民税申告相談日程表 【午前の部】　午前 9 時 00 分～
【午後の部】　午後 1 時 30 分～

――――――　必ず事前に予約してください　――――――
【予約受付】午前 8 時 30 分～正午  /  午後 1 時～午後 5 時 15 分
【予約専用電話】090（4822）8602
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１
月
11
日
、
村
の
無
火
災
、
無
災
害
を
願
い
、
村
消
防
団
出
初
式
な
ら
び
に
定
期
表

彰
式
が
若
者
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。受
章
さ
れ
た
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

村
消
防
団
で
は
常
時
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
消
防
団
員
や
総
務
係
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】

消
防
団
出
初
式
　
～
無
火
災
へ
の
誓
い
～

＊
敬
称
略
・
ふ
り
が
な
略

定

期

表

彰

者

長
野
県
消
防
協
会

　

功
労
章

　
　

嘉
部　

義
雄

　
　

平
野　

隆
宏

　

努
力
章

　
　

西
澤　

俊
介

　

精
績
章　
　
　
　
　

　
　

勝
山　

武
蔵

　
　

小
林　

達
也

　

技
術
章

　
　

髙
木　

健
司

　

精
勤
章

　
　

上
原　

朋
和

　
　

渡
辺　

誠
視

　
　

河
野　

良
介

　
　

樋
口　

直
樹

　
　

内
堀　

隆
明

　
　

髙
木　

伸
至

　
　

武
田　

幸
一

　
　

藤
田　

一
樹

　
　

宮
島　

絢
冬

　
　

西
澤　

仁
美

永
年
勤
続
功
労
章　

　
　

阿
部　

武
幸

　
　

青
木　

拓
朗

　
　

芳
川　

潤

　
　

小
林　

弘
直

　
　

湯
本　

敦

北
信
消
防
協
会

　

功
労
章
　
　
　　

　
　

嘉
部　

義
雄

　
　

芳
川　

徹

　

精
績
章　
　
　
　

　
　

嘉
生　

孝
巳

　
　

持
田　

亮

　
　

小
林　

雅
洋

　

精
勤
章　
　
　
　

　
　

小
林　

政
仁

　
　

石
川　

太
地

　
　

金
井　

昂
太

　
　

佐
藤　

勉

木
島
平
村
消
防
団

　

功
労
章

　
　

小
林　

政
仁

　
　

小
林　

達
也

　
　

小
池　

雅
章

　
　

山
浦　

睦
弘

　
　

片
桐　

春
樹

　
　

丸
山　

一
樹

　
　

水
澤　

直
之

　

精
績
章
　

　
　

髙
木　

健
司

　
　

金
井　

昂
太

　
　

近
藤　

茂
幸

　
　

山
崎　

昂
志

　
　

小
林　

憲
和

　
　

竹
内　

哲

　
　

小
林　

一
郎

　
　

小
林　

拓
朗

　
　

山
﨑　

裕

精
勤
章

　

勝
山　

賢
一

　

嶌
㟢　

昭
久

　

高
木　

成
憲

　

森　
　

翔
太

　

小
林　

浩
紀

　

飯
島　

勇
太

　

山
本　

智
樹

　

高
森　

翔
太

　

髙
木　

伸
至

　

山
浦　

道
雄

　

三
井　

佑
馬

　

村
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
協
議
会
で
は
、
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
防
止
な
ど
の
住
環
境
の
向
上
お
よ
び
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進
を
目
的
に
、
断
熱
化
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工
事
を
計
画

の
際
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

断
熱
化
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

◉
利
用
条
件

○
工
事
に
要
す
る
費
用
が
10
万
円
以
上

○
村
内
の
業
者
が
施
工
す
る
工
事

◉
補
助
率　

　

対
象
工
事
費
の
５
分
の
１
以
内

◉
補
助
上
限
額　

10
万
円

◉
断
熱
化
リ
フ
ォ
ー
ム
の
該
当
条
件

　

浴
室
お
よ
び
脱
衣
室
、
ま
た
は
１
部

　

屋
以
上
の
居
室
の
す
べ
て
の
外
壁
開

　

口
部
の
工
事

◉
対
象
工
事

○
単
板
ガ
ラ
ス
を
複
層
ガ
ラ
ス
に
取
替

○
既
存
開
口
部
の
内
側
ま
た
は
外
側
に

　

新
た
な
サ
ッ
シ
を
設
け
、
二
重
サ
ッ

　

シ
と
す
る

※
対
象
工
事
を
実
施
し
た
場
合
は
、
照

　

明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
も
対

　

象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
断
熱
化
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は
、
過

　

去
に
通
常
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　

金
を
受
け
て
い
て
も
補
助
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

補
助
に
つ
い
て
は
、
予
算
が
な
く
な

り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
断

熱
化
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
ご
計
画
の
方

は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
農
村
整
備
係
へ
お
問
合

せ
い
た
だ
く
か
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

は
、
既
に
今
年
度
の
予
算
額
に
達

　

し
ま
し
た
。

【
農
村
整
備
係　

内
線
１
５
１
】

▲
村
公
式
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら

春
先
に
向
け
て
今
か
ら
準
備
を
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納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

  

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
で
は
、
そ
の
年
の
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◉
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
（
ハ
ガ
キ
）

　

令
和
６
年
１
月
～
令
和
６
年
９
月
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の

時
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
６
年
10
月
～
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
納
付
さ
れ
た
方
は
、
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

◉
控
除
証
明
書
を
紛
失
し
た
場
合

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
電
話

０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４
）
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◉
そ
の
他

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、
事

前
に
電
子
送
付
希
望
の
登
録
を
行
っ
た
場

合
、
控
除
証
明
書
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

  
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　

竹
原
雄ゆ

う
い
ち一
さ
ん

　

村
議
会
12
月
定
例
会
で
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
の
選
任
同
意
を
得
て
、
竹
原
雄
一

さ
ん
が
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
就
任

し
ま
し
た
。
任
期
は
12
月
18
日
か
ら
３
年
間

で
す
。

【
税
務
係　

内
線
１
１
０
】

竹原  雄
ゆういち

一さん
 （北鴨）

  

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

	

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

令
和
７
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
２
０
２
５
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
、
わ
が
国

の
農
林
業
を
営
む
方
や
農
山
村
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

　

１
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
統
計

調
査
員
が
訪
問
し
て
い
ま

す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
３
】

  

年
次
有
給
休
暇
を
活
用
し
て

 　

   

長
野
県
の
魅
力
に
触
れ
よ
う

　

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
は
、
労
働

者
の
心
身
の
健
康
保
持
や
増
進
、
企
業
の

生
産
性
向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
年
次
有
給
休
暇
を
活

用
す
れ
ば
、
県
内
の
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
た
く
さ
ん
の
観
光
地
へ
訪

問
し
や
す
く
な
り
、
一
層
、
長
野
県
の
魅

力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
て

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促

進
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◉
問
合
せ

　

長
野
労
働
局　

雇
用
環
境
・
均
等
室　

　

電
話
０
２
６
（
２
２
７
）
０
１
２
５

  

起
業
お
よ
び
創
業
を
支
援
し
ま
す

村
で
は
、
起
業
お
よ
び
創
業
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
向
け
に
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
商
工
会
や
地
域
金
融
機
関
、

そ
の
他
の
創
業
支
援
団
体
と
と
も
に
起
業

お
よ
び
創
業
を
支
援
し
ま
す
。

◉
相
談
内
容

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ　

資
金
調
達

　

財
務　

許
認
可
取
得　

な
ど

◉
創
業
関
連
保
証
の
優
遇
措
置

　

木
島
平
村
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に

お
け
る
創
業
支
援
等
事
業
計
画
を
作
成

し
、
令
和
６
年
度
に
創
業
支
援
等
事
業
計

画
認
定
自
治
体
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
長
野
信
用
金
庫
が
実
施

す
る
特
定
創
業
支
援
等
事
業
を
受
講
す
る

と
、
登
記
費
用
の
軽
減
や
、
創
業
関
連
保

証
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
村
で
も
創
業
支

援
補
助
金
な
ど
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
村
公
式

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

  

全
国
一
斉
生
活
保
護
相
談
会

◉
日
時　

１
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◉
専
用
電
話
番
号

　

０
１
２
０
（
０
５
２
）
０
８
８

　

※
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
。

　

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◉
費
用　

無
料

◉
問
合
せ

　

長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

電
話
０
２
６
５
（
７
９
）
６
３
８
４



8

地
域
発
　
元
気
づ
く
り
支
援
金

◉
対
象
事
業　

自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、
自
主
的
、

　
　
　
　
　
　

主
体
的
に
取
り
組
む
地
域
の
元
気
を
生
み

　
　
　
　
　
　

出
す
モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業

◉
選
定
基
準　

従
来
の
選
定
基
準
に
次
の
２
つ
の
基
準
が
追

　
　
　
　
　
　

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

Ａ 

広
域
的
な
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　

Ｂ 

人
口
減
少
下
に
お
い
て
真
に
持
続
可
能

　
　
　
　
　
　
　

 

な
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
事
業

◉
補  

助  

率　

①
ハ
ー
ド
事
業
（

建
物
等
の
建
設
や
改
修
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　
　
　
　
　

   

②
ソ
フ
ト
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
以
外
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内

◉
対  

象  

者　

 

地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
協
議

　
　
　
　
　
　

 

会
、
自
治
会
、
グ
ル
ー
プ　

な
ど

◉
募
集
期
間 　

２
月
３
日
（
月
）
ま
で

協
働
の
む
ら
づ
く
り
支
援
金

◉
対
象
事
業　

自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、
協
働
の
力

　
　
　
　
　
　

で
自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
み
、
地
域

　
　
　
　
　
　

の
活
力
を
生
み
出
す
発
展
性
お
よ
び
継
続

　
　
　
　
　
　

性
の
あ
る
事
業

◉
補  

助  

率　

①
ソ
フ
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
・
行
政
区　

10
分
の
10
以
内
（
上
限
30
万
円
）

　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他　

10
分
の
10
以
内
（
上
限
20
万
円
）

　
　
　
　
　
　

②
ハ
ー
ド
事
業

　
　
　
　
　
　
・
行
政
区　

５
分
の
４
以
内
（
上
限
40
万
円
）

　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他　

３
分
の
２
以
内
（
上
限
40
万
円
）

◉
対  
象  

者　

地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
協
議

　
　
　
　
　
　

会
、
行
政
区
、
グ
ル
ー
プ　

な
ど

◉
募
集
期
間　

３
月
31
日
（
月
）
ま
で

令
和
７
年
度
事
業

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

募集開始

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

　

県
お
よ
び
村
で
は
、公
共
的
団
体
な
ど
が
住
民
と
と
も
に
、

自
主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す

事
業
に
対
し
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
県
お
よ
び
村
の
支
援

金
を
活
用
し
て
「
元
気
」
を
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
注
意
事
項

・
県
お
よ
び
村
い
ず
れ
の
事
業
も
、
令
和

　

７
年
度
か
ら
制
度
改
正
を
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

・
申
請
を
考
え
て
い
る
方
は
、
必
ず
事
前

　

に
政
策
情
報
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
行
政
区
へ
の
補
助
率
お
よ
び
限
度
額

を
か
さ
上
げ
し
ま
す
。
ま
た
、
長
野
県
「
地
域
発　

元
気

づ
く
り
支
援
金
」
と
の
併
用
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

▲協働のむら
づくり支援金

▲地域発 元気
づくり支援金

  

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の

　
　

指
導
者
お
よ
び
協
力
者
募
集

　

長
野
県
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校
の

部
活
動
を
地
域
が
主
体
的
に
取
り
組
む
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
円
滑
な
移
行
を

進
め
る
た
め
、
地
域
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て

く
だ
さ
る
指
導
者
お
よ
び
協
力
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
成
長
の
サ
ポ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
だ

さ
る
皆
さ
ん
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ

　
移
行
に
つ
い
て
な
ど

　
詳
細
は
こ
ち
ら
　
▼

　
指
導
者
・
協
力
者

　
登
録
申
込
フ
ォ
ー

　
ム
は
こ
ち
ら
　
▼

◉
問
合
せ

○
ス
ポ
ー
ツ
関
係　
　

　

県
教
育
委
員
会
事
務
局　

保
健
厚
生
課

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
４
４
８

○
文
化
・
芸
術
関
係

　

県
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

学
び
の
改
革
支
援
課

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
４
３
４
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【生活環境係　内線１２３】

・国民健康保険への加入および脱退の手続きは、
　役場窓口へ届出が必要です。
※ 75 歳で後期高齢者医療保険に移行された場合

のみ、届出は不要です。
※手続きの際には、職場の健康保険の脱退・加入

日の分かるものと、運転免許証などの本人確
認書類をお持ちください。

・加入している健康保険に変更があった場合、マ
イナ保険証への情報連携に２週間から１か月
程度かかることがあります。変更後１か月以
内に医療機関等を受診する場合は、マイナ保
険証と一緒に次のいずれかをお持ちください。

　①資格情報のお知らせ
　②資格確認書
　③健康保険証（有効期限内のものに限る）

令和６年 12 月２日以降の

　後期高齢者医療被保険者証について

　 １２月２日以降の変更点
　　現行の被保険者証の新規発行が終了しました。
　マイナンバーカードを保険証として使用する「マイナ保険証」へ移行します。

　  被保険者証などを紛失した場合
　　被保険者証や資格確認書、マイナ保険証を紛失した場合は、マイナ保険証保有の有無にかかわらず「資
　格確認書」を交付します。生活環境係へご連絡ください。

　  病院などを受診するときの持ち物
　（１）75 歳以上の方（令和 6 年 12 月１日時点）
　　 　お手元の「被保険者証」もしくは「マイナ保険証」を使用してください。
　（２）令和７年７月 31 日までに 75 歳になる方
　　　「マイナ保険証」もしくは 75 歳の誕生月の前月中に郵送される「資格確認書」を使用してください。

　  有効期限（令和７年７月 31 日）以降について
　　お手元の被保険者証などが有効期限を迎える前に、以下のものを郵送します。
　（１）マイナ保険証がある方　⇒　「資格情報のお知らせ」
　（２）マイナ保険証がない方　⇒　「資格確認書」

マイナ保険証をお持ちのすべての皆さんへ

お手元の被保険者証・
資格確認書は、

令和７年７月 31 日まで
使用できます。
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村
は
、「
特
別
豪
雪
地
帯
」
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
移
住
相
談
で
は
「
雪
の

あ
る
暮
ら
し
」
に
つ
い
て
多
く
の
質
問

を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
冬
季
の
住
宅
管
理

に
つ
い
て
改
め
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
　

　
　

　

基
本
は
こ
ま
め
な
雪
か
き

　

屋
根
に
積
も
っ
た
雪
と
地
面
に
積
も

っ
た
雪
が
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
こ

ま
め
に
雪
か
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
春
に

な
っ
て
雪
が
解
け
る
際
、
重
み
で
屋
根

が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
然
落
雪
型
で
も

　
　
　

多
く
積
も
れ
ば
要
注
意

自
然
落
雪
型
と
は
、
屋
根
の
勾
配
を

急
に
す
る
こ
と
で
雪
を
自
然
に
滑
り
落

と
す
屋
根
の
形
状
の
こ
と
で
す
。
積
も

っ
た
雪
は
、
時
間
が
経
つ
ほ
ど
締
ま
り

雪
と
な
り
重
さ
が
増
し
ま
す
。
建
物
の

強
度
を
過
信
せ
ず
、
な
る
べ
く
早
め
に

雪
下
ろ
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
戸
が
開
き
づ
ら
く
な
っ
た
」
と
感

じ
た
ら
要
注
意
で
す
。
雪
の
重
み
で
建

物
が
歪
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
や

が
て
建
物
の
損
傷
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
を
長
時

間
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
雪
解
け

水
が
上
か
ら
積
も
っ
た
雪
に
閉
じ
込
め

ら
れ
、
屋
根
の

す
き
間
な
ど
か

ら
屋
内
に
浸
水

す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

屋
根
以
外
に
も
、
雨
ど
い
が
雪
の
重

み
や
落
雪
時
の
勢
い
で
損
傷
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
秋
の
内
に
点
検
や
補

修
を
行
い
、
雪
が
積
も
っ
て
い
た
ら
な

る
べ
く
早
く
取

り
除
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

雪
国
の
家
を
守
る
コ
ツ

【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

　

屋
根
は
定
期
的
に

　
　
　
　
　

塗
装
し
ま
し
ょ
う

　

屋
根
に
溶
け
た
雪
が
滑
り
に
く
く
な

っ
て
き
た
と
感
じ
た
ら
、
塗
り
直
し
が

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
施
工
の
周
期

は
10
年
前
後
が
一
般
的
で
す
が
、
住
宅

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
地
域
の
事
業

者
な
ど
専
門
家
に
確
認
し
て
も
ら
う
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

水
道
管
の
破
裂
防
止
策

急
激
に
気
温
が
下
が
る
と
、
水
道
管

内
の
水
が
凍
結
し
体
積
が
膨
張
す
る

た
め
、
水
道
管
が
破
裂
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
冬
場
や

長
く
家
を
空
け
る

際
は
、「
水
抜
き
」

を
し
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
道
具
点
検
を

　

11
月
中
旬
頃
か
ら
雪
か
き
道
具
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
や
ア

ル
ミ
ス
コ
ッ
プ
、ス
ノ
ー
プ
ッ
シ
ャ
ー
、

雪
は
ね
な
ど
金
物
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
は
軽
い
一
方
、
固

い
雪
に
は
弱
い
の
で
、
金
属
製
の
道
具

と
使
い
分
け
が
お
す
す
め
で
す
。

　

玄
関
か
ら
道
路
に
続
く
道
が
長
い
住

～
冬
の
住
宅
管
理
ア
ド
バ
イ
ス
～

10

宅
は
、
除
雪
機
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

除
雪
機
は
毎
冬
で
生
産
台
数
が
限
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
希
望
す
る
方
は
早
め

に
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
ら
の
雪
は
自
ら
の
責
任
で
処
理

す
る
」
こ
と
が
基
本
原
則
で
す
が
、
隣

近
所
と
の
助
け
合
い
で
除
雪
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
近
所

づ
き
あ
い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

実
は
、

屋
根
雪
は

何
ト
ン
も
!!

 

雪
国
の
住
宅
は

　
　
　

地
域
の
専
門
家
へ

　

近
年
は
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ

ー
に
よ
る
住
宅
も
増
え
て
い
ま

す
が
、
雪
国
の
住
宅
に
は
専
門

知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

村
の
業
者
情
報
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

克
雪
住
宅
の
新
築
な
ど

　
　

補
助
制
度
の
活
用
を

　

住
宅
の
雪
対
策
に
係
る
工
事

に
対
し
て
、
最
大
60
万
円
の
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
農
村
整
備
係
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

天井 屋根雨どい
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　村では、河川の水質管理と生態系への影響の調査を目的に、河川の水質検査をしてい
ます。河川の類型は、環境省の「生活環境の保全に関する環境基準」で定められており、
その河川がどのような用途に向いているかを表しています。一人ひとりが河川に対する
意識を持ち、水質の維持、向上に努めましょう。　　　　　【生活環境係　内線１２３】

◉河川水質検査の結果
（採水日時：令和６年 11 月 18 日  午前 10 時 10 分～午後０時 45 分 / 天候：曇り / 気温：6.7℃～ 11.8℃）

◆（参考）環境省「生活環境の保全に関する環境基準」

各項目の説明について、詳しくは村公式ウェブサイトをご確認ください。

村の河川の水質検査の結果をお知らせします
令和６年度

採水
場所

樽川 樽川 樽川 馬曲川 馬曲川 大川 大川 大川
農業用水
基準試験

項目
（糠千） （新橋） （小見橋） （馬曲）

（グリーン
センター）

（西小路）
（西小路
大川橋）

（市之割）

ｐＨ －  7.7 7.4 7.4 7.2 7.4 7.5 7.5 7.6 6.0 ～ 7.5

ＳＳ mg/ ℓ 1 未満 2.0 1.0 1 未満 1.0 3.0 3.0 3.0
100mg/ ℓ

以下

ＢＯＤ mg/ ℓ 1.5 1.7 1.8 1.8 1.8 1.5 3.1 2.9
8mg/ ℓ
以下

大腸
菌数

CFU/
100m ℓ

12.0 440.0 120.0 33.0 68.0 35.0 85.0 640.0 ―

全窒素 mg/ ℓ 0.14 0.57 0.49 0.1 未満 0.1 未満 0.35 0.61 0.57
1mg/ ℓ
以下

全りん mg/ ℓ 0.012 0.063 0.110 0.017 0.021 0.016 0.072 0.072 ―

ＤＯ mg/ ℓ 11.0 10.0 10.0 11.0 11.0 11.0 10.0 10.0
5mg/ ℓ
以上

Ｃ l ‐ mg/ ℓ 1.2 6.4 7.4 1.6 1.8 4.0 34.0 32.0 ―

河川類型比較 A B A A A A C B

項目

類型

利用目的の

適応性

水素イオン

濃度 （ｐＨ）

浮遊物質量

(SS)

生物化学的酸素

要求量 （ＢＯＤ）
大腸菌数

溶存酸素量

（ＤＯ）

ＡＡ 水道 1級 6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 1mg/ ℓ以下
20CFU/100m ℓ

以下
7.5mg/ ℓ以上

Ａ
水道 2級

水産 1級
6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 2mg/ ℓ以下

300CFU/100m ℓ

以下
7.5mg/ ℓ以上

Ｂ
水道 3級

水産 2級
6.5 ～ 8.5 25mg/ ℓ以下 3mg/ ℓ以下

1,000CFU/100m ℓ

以下
5mg/ ℓ以上

Ｃ
水産 3級

工業用水 1級
6.5 ～ 8.5 50mg/ ℓ以下 5mg/ ℓ以下 ― 5mg/ ℓ以上

Ｄ
工業用水 2級

農業用水
6.0 ～ 8.5 100mg/ ℓ以下 8mg/ ℓ以下 ― 2mg/ ℓ以上

Ｅ
工業用水 3級

環境保全
6.0 ～ 8.5

ごみ等の浮遊が

認められないこと
10mg/ ℓ以下 ― 2mg/ ℓ以上
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　もったいない情報とは、家庭で不要
になった日用品などを、村民の方同士
で譲り合いをしていただく仕組みで
す。

　

実在する事業者をかたり
　未納料金を請求する詐欺に注意

　大手通信会社グループの事業者を名乗り「1 年間電話料金
が未払いである。支払わなければ法的手続きを取る。守秘義
務があるので誰にも話さないように。」と電話があった。コ
ンビニで 30 万円分の電子マネーを購入するように言われ、
電子マネーの番号を教えた。その後も追加で 50 万円分購入
するようにと電話があり、おかしいと思った。

【アドバイス】
・実在する事業者を名乗り、身に覚えのない未納料金を請求
　される電話があっても、支払ってはいけません。
・知らない番号や非通知からの電話は「出ない」「話を聞か
　ない」「かけ直さない」。
・コンビニなどで電子マネーを購入するように指示し、番号
　を教えさせる方法はすべて詐欺です。
・困ったときは、消費生活センター（消費者ホットライン
　【188】）または飯山警察署（0269（62）0110）にご相談
　ください。　　　　　　　　　【生活環境係　内線１２１】

もったいない情報

譲ります ・電子ピアノ

　譲りたい、譲ってほしい品物がある
方は、ご連絡ください。掲載から３か
月以上経過したものはふう太ネットで
ご確認ください。

【生活環境係　内線１２１】

譲ってください

　

食
生
活
の
変
化

　

皆
さ
ま
、
２
０
２
４
年
は
ど
ん
な
１

年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
私
は
村
に
住

み
始
め
て
２
年
目
と
な
り
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
「
食
生
活
」
で
す
。
以
前
の

生
活
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
が
外
食
や
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
で
済
ま
す
こ
と
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
自
炊
を
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
夏
野
菜
で

は
作
り
置
き
な
ど
も
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
無
人
販
売
や
食
彩
市
場
た
る

川
、
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の
直
売
所
な

ど
で
も
よ
く
野
菜
や
果
物
を
買
っ
て
い

ま
す
。
夏
の
間
は
ナ
ス
や
ズ
ッ
キ
ー
二
、

ト
マ
ト
、
秋
は
さ
つ
ま
い
も
や
ネ
ギ
、

リ
ン
ゴ
な
ど
を
よ
く
買
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
日
は
村
内
で
養
殖
さ
れ
て

い
る
信
州
サ
ー
モ
ン
を
食
べ
る
機
会
が

あ
り
、
ま
っ
た
く
臭
み
の
な
い
美
味
し

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
カ
ヤ
の
平
高
原
か

ら
流
れ
る
清
流
で
育
っ
た
こ
と
で
こ
の

臭
み
の
な
い
信
州
サ
ー
モ
ン
が
育
つ
の

か
と
、
改
め
て
ブ
ナ
の
森
と
水
資
源
の

有
難
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
木
島
平
の
自
然
の
恵
み
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
信
州
サ
ー
モ
ン
を
ぜ
ひ
多

く
の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
、
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
で
の
「
信

州
サ
ー
モ
ン
丼
」
の
提
供
が
１
月
11
日

か
ら
土
日
限
定
で
開
始
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
お
食
事
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

地
域 お こ し 協力隊

問合せ 0269(82)2800

沼野　寛
かん

▲サーモン仕込みの様子

▲信州サーモン丼の試食

・木の樽
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

木島平産米焼酎「米一筋」
本格米焼酎の再販売 　12 月 20 日、村農業振興公社は木島平産コシヒカ

リを 100％使用し、平成の名水百選「龍興寺清水」
の水で仕込んだ米焼酎「米一筋」の再販売を数量限
定で開始しました。村内酒店や道の駅ファームス木
島平、ふるさと納税で扱っています。
■販売価格（税込）
　25 度（720mℓ）　2,145 円
　40 度（720mℓ）　2,970 円

保育園にサンタクロース
サンタに大喜び

　12 月 25 日、おひさま保育園では「クリスマス会」
が行われました。園児たちはサンタクロースに質問
したり一緒に踊ったりしました。最後には、プレゼ
ントを一人ひとり手渡しでもらいサンタクロースと
記念撮影をしました。

小学校 3 年 1 組が全国大会出場
みんなで心を一つに

　12 月 26 日、「全国小・中学校リズムダンスふれ
あいコンクール」の全国大会がオンラインで行われ
ました。惜しくも入賞には至りませんでしたが、ラ
ンチルームで結果を聞いた児童たちの達成感に満ち
溢れた表情が印象的でした。

40 度25 度
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健　康

だより

正
し
い
感
染
症
対
策
で
き
て
い
ま
す
か

　外の気温も一段と寒く、乾燥の強い時季となりました。この時季は様々な感
染症も増えるため、特に注意をする必要があります。

感染症対策をして冬を乗り越えよう

感染症対策の基本

①流水で汚れを洗い流し、手のひらで石けんを泡立てます。
②手の甲を伸ばすようにこすります。
③指先・爪の間を念入りにこすります。
④指の間を洗います。
⑤親指と手のひらをねじり洗いします。
⑥手首も忘れずに洗います。
⑦石けんを流水で洗い流します。

正しい手の洗い方

咳やくしゃみをする時は、マスクやティッシュ、ハンカ
チ、服の袖を使い、口と鼻をしっかり覆いましょう。

咳エチケット

寒いと、つい窓を閉めたままにしがちですが、ときどき
窓や扉を開けて空気を入れ替えましょう。

こまめな換気

　感染症対策の基本は、手洗い、咳エチケット、換気の３つです。

冬に感染症が流行りやすい理由

◉気温・湿度の低下
　ウイルスや細菌は低温・低湿度を好むため、冬は夏よりも長く生
存することができ、感染力が強くなります。また、空気が乾燥して
いると、咳

せき

やくしゃみの飛
ひ ま つ

沫に含まれたウイルスなどがより遠くま
で飛ぶようになります。そのため感染範囲が広がります。
◉体温の低下
　冬は寒さにより体温が下がることで、ウイルスや細菌へ対抗する
免疫力が落ちやすくなります。
◉水分摂取量の減少
　冬は喉が渇きにくく、夏に比べて水分摂取量が少なくなる方が多
くいます。水分摂取量が少ないと、体内の水分量も減り、喉や気管
支の粘膜が乾燥し、ウイルスに感染しやすい状態になります。

健康福祉係
内線１２５
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次回の「集まれ！通いの場  ピース」
１/29（水）　リズムフィットネス　 講師：フィットネストレーナー　宮澤君

き み え

依氏
２/13（木）　薬の正しい使い方、健康食品・特定保健用食品について　講師：梅嵜浩

ひろたか

貴氏

　

10
月
９
日
の
長
野
県
研
究
大
会
で
、

運
動
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
皆
さ
ん

に
共
有
し
ま
す
。
ぜ
ひ
家
族
で
や
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

【「
自
分
の
脚
の
筋
力
は
大
丈
夫
」
と

　
　
　

  

自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
か
】

　

生
活
や
運
動
習
慣
に
よ
っ
て
差
は
あ

り
ま
す
が
、
70
歳
代
の
太
も
も
の
筋
力

は
20
歳
代
の
40
～
50
％
に
ま
で
低
下
す

る
と
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。
次
を
参

考
に
自
分
の
筋
力
レ
ベ
ル

を
テ
ス
ト
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

◉
筋
力
レ
ベ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

次
の
①
～
④
を
30
秒
間
に
何
回
繰
り
返

す
こ
と
が
で
き
る
か
で
判
断
し
ま
す
。

①
背
筋
を
伸
ば
し
て
い
す
に
座
る

②
両
手
を
胸
の
前
で
腕
組
み
す
る

③
膝
が
完
全
に
伸
び
る
ま
で
立
ち
上
が
る

④
素
早
く
開
始
時
の
座
っ
た
姿
勢
に
戻
す

◉
チ
ェ
ッ
ク
時
の
注
意
事
項

・
椅
子
は
動
き
に
く
い
、
安
定
し
た
物

　

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
息
は
止
め
ず
に
行
い
ま
す
。

・
強
い
膝
の
痛
み
や
腰
の
痛
み
の
自
覚

　

症
状
が
あ
る
場
合
は
行
わ
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

◉こんな悩みを抱えていませんか
　「体力が落ちてきたから運動したい」　「家族の介護が大変」

「一人暮らしだけど、急な入院が必要になった時の手続きはどうしたら
いいの」　「最近、おばあちゃんが何度も同じことを聞いてくる」
　地域包括支援センターは、高齢者のための相談窓口です。自分や家族
では解決できずに困っていること、また友人や近所の人が困っているよ
うだなど、どんな相談にも対応し、一緒に考えていきます。直通の電話
もありますので、困ったときは、まずご連絡ください。

地域包括支援センターは高齢者のための相談窓口です

◉
こ
の
機
会
に
日
頃
の
運
動
習
慣
を

　

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

村
で
は
、
運
動
講
座
「
自
分
の
カ

ラ
ダ
を
も
っ
と
知
ろ
う
！
」
が
開
講

中
で
す
。
ま
た
、
健
康
に
な
っ
て
お

得
に
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
も
や
っ
て
い
る
の
で
そ
ち

ら
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
７
】

年齢 優れている ふつう 劣っている

男
性

49 歳以下 30 回以上 18 ～ 29 回 17 回以下

50 歳～ 64 歳 26 回以上 14 ～ 25 回 13 回以下

65 歳以上 22 回以上 14 ～ 21 回 13 回以下

女
性

49 歳以下 28 回以上 14 ～ 27 回 15 回以下

50 歳～ 64 歳 24 回以上 12 ～ 23 回 13 回以下

65 歳以上 22 回以上 10 ～ 21 回 11 回以下

▼ 30 秒間の立ち上がり回数と評価
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シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ス
ク
㊴

大
豆
栽
培
交
流

　

木
島
平
小
学
校
２
年
生
の
児
童
た
ち

は
、
昨
年
の
春
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
大
豆
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
滝

沢
良よ
し
か
ず一

さ
ん
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
協

力
を
得
て
、
近
隣
の
方
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、集
落
支
援
員
な
ど
が
参
加
し
、

種
を
分
け
て
も
ら
っ
た
り
、
種
ま
き
や

定
植
の
時
期
、
植
え
方
、
育
て
方
を
教

わ
っ
た
り
し
て
、
多
世
代
が
関
わ
る
楽

し
い
大
豆
栽
培
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

◀
収
穫
し
た
大
豆
を
使
用
し
た
給
食
を

　
お
世
話
に
な
っ
た
方
と
食
べ
ま
し
た

　

学
校
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

　

12
月
17
日
の
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、

10
月
に
実
施
し
た
学
校
自
己
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
中
学
校
の
結
果
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

   

中
学
生
の
学
校
生
活

　
「
困
り
事
な
ど
が
あ
る
と
き
、
先
生

や
学
校
の
大
人
に
い
つ
で
も
相
談
で
き

る
」
の
問
い
に
約
３
割
の
生
徒
が
「
当

て
は
ま
ら
な
い
」
と
答
え
、
ま
た
、「
い　

じ
め
や
か
ら
か
い
に
嫌
な
思
い
を
す
る

こ
と
が
な
い
」
の
問
い
に
は
約
２
割
の

生
徒
が
「
当
て
は
ま
ら
な
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
教
員
が
生
徒

の
話
を
意
識
し
て
聴
く
姿
勢
を
持
ち
、

早
急
か
つ
丁
寧
に
対
応
し
た
い
と
武
居

校
長
か
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
。

   

家
庭
で
の
中
学
生
の
電
子
機
器
使
用

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
、
ゲ
ー
ム
機
な

ど
の
電
子
機
器
に
お
け
る
長
時
間
使
用

が
懸
念
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
で
は
、「
学
習
以
外
の
目
的

で
１
日
２
時
間
以
上
使
用
す
る
」
生
徒

が
約
３
割
い
ま
し
た
。
ま
た
、
約
６
割

の
生
徒
は
家
庭
で
決
め
た
約
束
事
を
守

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
分

野
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
や
、
学
校
と

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
！

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
交
流
推
進
員
の
水
澤
祐ゆ

う
す
け介

で
す
。

今
年
は
、
村
と
調
布
市
が
姉
妹
都
市

盟
約
を
結
ん
で
40
周
年
で
す
。
盟
約
40

周
年
を
記
念
し
た
事
業
が
、
両
市
村
で

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
機
に
、

皆
さ
ん
に
よ
り
一
層
お
互
い
の
市
村
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い

で
す
。

ま
た
、
東
京
都
で
は
、
全
国
各
地
の

魅
力
を
発
信
す
る
取
組
と
し
て
、
都
内

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
巡
る
「
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が

２
月
末
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
９

月
に
行
わ
れ
た
第
１
弾
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
は
、
新
規
の
お
客
さ
ん
も
含
め

多
く
の
方
に
新
鮮
屋
に
訪
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
も
、
１
人
で
も
多
く

の
お
客
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
新
鮮
屋
」
を
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

149

家
庭
と
の
連
携
で
電
子
機
器
の
使
い
方

を
指
導
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。

   

中
学
校
か
ら
の
情
報
発
信

　

村
内
の
施
設
な
ど
で
掲
示
し
て
い
た

「
晴せ
い
ろ
う朗

の
風
」
を
ご
家
庭
や
地
域
の
方

に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
回
覧
板
で
回

す
こ
と
と
し
ま
し
た
。  

   

中
学
校
「
未
来
塾
」

　

特
色
あ
る
授
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
未
来
塾
」
で
は
、
今
年
初
め
て
の
試

行
と
し
て
、
テ
ー
マ
の
設
定
の
段
階
か

ら
生
徒
自
身
が
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
自
由
度
が
高
ま
り
、

生
徒
た
ち
自
身
の
考
え
る
力
が
磨
か
れ

た
一
方
、
学
校
側
の
フ
ォ
ロ
ー
が
追
い

付
か
ず
協
力
先
の
地
域
住
民
や
関
係
者

か
ら
戸
惑
い
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
来
年
に
活
か
す

よ
う
委
員
同
士
の
建
設
的
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

   

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

学
校
側
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
元
に
改
善
の
対

応
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
忙
し
い
中
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
生
涯
学
習
係

   

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

▲公式ＬＩＮＥ

▲公式インスタグラム 

新鮮屋ＳＮＳ



2025.1

17

きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

待
望
の
雪
が

積
も
り
ま
し
た

　

園
庭
や
保
育
園
の
裏
に
あ
る
こ
ん

ち
ゅ
う
ラ
ン
ド
に
雪
が
積
も
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
雪
が
降
っ
て
い

る
の
を
見
て
、「
雪
だ
る
ま
作
り
た
い
」

「
外
に
行
き
た
い
」
と
、
ど
の
ク
ラ
ス

も
大
騒
ぎ
で
し
た
。

　

雪
が
止
ん
で
外
に
出
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
除
雪
作
業
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
園
庭
に
造
ら
れ
た
大

き
な
雪
山
を
め
が
け
、
そ
り
を
持
っ

て
嬉
し
そ
う
に
出
か
け
て
行
く
子
ど

も
た
ち
。
最
終
的
に
、
溶
け
た
雪
と

泥
で
真
っ
黒
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る

子
も
い
ま
し
た
が
、
ど
の
子
も
キ
ラ

キ
ラ
と
し
た
表
情
を
し
て
い
て
楽
し

そ
う
で
し
た
。

　

11
月
22
日
、
児
童
委
員
会
ご
と
に

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
決
め
、
姉
妹
学

級
の
友
達
と
ペ
ア
を
作
っ
て
巡
る

「
児
童
会
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
ま
で

の
内
容
に
と
ら
わ
れ
ず
創
意
工
夫
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。
下
級
生
も
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
楽
し
み
、
上
級
生
も
下

級
生
の
目
線
に
立
っ
て
工
夫
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
28
日
、
小
学
校
６
年
生
の
１

日
体
験
入
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

学
生
が
緊
張
気
味
の
６
年
生
を
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
和
ま
せ
た
り
、
学

校
生
活
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
英
語
と
国
語
、
社
会
の

体
験
授
業
を
行
い
、
清
掃
や
部
活
動

の
体
験
も
し
ま
し
た
。
６
年
生
か
ら

は
「
中
学
１
年
生
が
詳
し
く
教
え
て

く
れ
て
部
活
動
が
よ
り
楽
し
み
に
な

っ
た
」「
小
学
校
に
は
な
い
技
術
や

地
理
が
楽
し
み
に
感
じ
た
」「
図
書

館
が
広
く
て
本
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

の
で
楽
し
み
」
な
ど
、
中
学
校
生
活

に
向
け
て
期
待
が
も
て
る
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

児
童
会
祭
り

小
６
体
験
入
学

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
14
日
、
環
境
創
造
コ
ー
ス
の
２

年
生
は
、
木
島
平
村
の
用
水
「
上う
わ
せ
ぎ堰

」
の

講
演
の
聴
講
お
よ
び
飯
山
市
の
農
業
水
利

施
設
（
長
峰
揚
水
機
場
・
針
子
池
・
針
子

池
揚
水
機
場
）
や
受
益
地
帯
（
飯
山
市
緑
）

の
見
学
を
し
て
地
域
の
農
業
水
利
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
長
野
県
地
域
振

興
局
農
地
整
備
課
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

生
徒
は
、
日
常
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
施
設
を
見
学
し
、
説
明
を
聞
き
、
時
に

質
問
を
し
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
ま
し

た
。
講
演
か
ら
は
、
上
堰
や
用
水
に
つ
い

て
の
新
し
い
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
歴
史
、
役
割
、
課
題
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、
木
島
平
村
や
飯
山
市
の
よ
う
な

稲
作
地
帯
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
要
な
要

素
で
あ
る
農
業
水
利
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

11
月
26
日
、
北
信
州
学
の
授
業
に
お

い
て
、
１
年
生
は
ス
マ
ー
ト
林
業
に
つ
い

て
の
講
演
を
聴
い
た
後
、
ド
ロ
ー
ン
操
作

体
験
を
し
ま
し
た
。
講
演
は
有
限
会
社
高

見
林
業
の
齋
藤
さ
ん
、
ド
ロ
ー
ン
体
験
実

施
で
は
森
林
組
合
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
は
農
業
以
外
に
も
様
々
な

分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
業
の
効

率
化
や
人
手
不
足
解
消
な
ど
の
身
近
な
問

題
の
解
決
手
段
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
活
用

の
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
第
一
歩
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

12
月
３
日
、
北
信
州
学
の
授
業
に
お

い
て
、
１
年
生
は
小
沼
ほ
う
き
作
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

小
沼
ほ
う
き
の
生
産
は
、
長
年
農
家

の
冬
場
の
副
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
長
野
県
伝
統
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
高
校
で
は
課
題
研
究
や
授
業
に

て
、
小
沼
ほ
う
き
の
伝
統
を
伝
え
る
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
３
年
生
や
専
門
の

先
生
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
１
年
生

は
ミ
ニ
小
沼
ほ
う
き
を
作
成
し
ま
し
た
。

地
域
の
歴
史
と
伝
統

工
芸
を
学
ぶ
貴
重
な

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

ドローン操作体験

小沼ほうき作り体験

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪

神
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、
政
府
、
地

方
公
共
団
体
等
防
災
関
係
諸
機
関
を
始

め
、
広
く
国
民
が
災
害
時
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
自
主
的
な
防

災
活
動
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
と

共
に
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
お
よ
び
「
防
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」が
設
け
ら
れ
、

こ
れ
ら
期
間
中
に
広
報
・
啓
発
活
動
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

◉
期
間

・「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

　

毎
年
１
月
17
日
（
大
震
災
発
生
日
）

・「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
刊
」

　

１
月
15
日
～
１
月
21
日
（
火
）

◉
災
害
に
備
え
て

　
「
自
分
は
大
丈
夫
」
な
ん
て
過
信
し

て
い
ま
せ
ん
か
。家
や
周
囲
も
点
検
を
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
の
心
構
え
と
準
備
が
必
要
で
す
。

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
・　

　

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補

農業水利を学ぶ

▲ドローンを
　操作する様子

▲作成した小沼ほうき
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有 

料 

広 

告

有 

料 

広 

告

【職　　種】製造業  /  事務職
【雇用形態】フルタイム  /  パートタイム（製造業のみ）

【勤務時間】フルタイム　8：00 ～ 17：20（休憩時間含む）

　　　　　  パートタイム　要相談（基本 6 時間以上）

■問合せ先　岡本商店有限会社　☎ 0269(82)4011
　　　　　  ハローワーク飯山　☎ 0269(62)8609

社員募集
公式サイト

 
燃
え
る
ご
み
の
組
成
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

　

燃
え
る
ご
み
の
量
５
％
削
減
に
向
け
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃
え
る
ご
み
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
組
成
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

組
成
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

前
年
同
時
期
（
令
和
５
年
12
月
）
と
比

較
す
る
と
、
燃
え
る
ご
み
の
割
合
が
７
・
５

％
増
え
、
資
源
化
で
き
る
ご
み
の
割
合
が

７
・
３
％
減
っ
て
い
ま
す
。
前
年
同
時
期

よ
り
も
分
別
が
正
し
く
出
来
て
い
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

■
雑
紙
（
ざ
つ
が
み
）
は
古
紙
へ　

　

雑
紙
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
も
の
で
す

が
、種
類
や
廃
棄
す
る
頻
度
が
多
い
た
め
、

分
別
を
徹
底
し
古
紙
と
し
て
出
す
こ
と

で
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
雑
紙
と
は

　

新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
飲
料
用
パ

　

ッ
ク
の
い
ず
れ
の
区
分
に
も
入
ら
な
い

　

も
の
で
、
コ
ピ
ー
紙
、
包
装
紙
、
紙
袋
、

　

紙
箱
、値
札
な
ど
の
紙
類
全
般
の
こ
と
。

■
生
ご
み
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

生
ご
み
は
多
く
の
水
分
を
含
ん
で
お

り
、
そ
の
割
合
は
約
80
％
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
捨
て
る
前
に
絞
り
、
乾
燥
さ
せ
る

こ
と
で
、
ご
み
の
量
の
削
減
が
期
待
で
き

る
ほ
か
、
悪
臭
や
腐
敗
を
防
止
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用

し
、生
ご
み
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

村
で
は
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
生
活
環

境
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

種類 R6.12 月
（今年）

R5.12 月
（前年） 増減率

燃
え
る
ご
み

おむつ 0.0％ 2.3％ ‐ 2.3％

その他の燃える
ごみ 35.5％ 34.5％ 1.0％

プラスチック製品 8.8％ 0.0％ 8.8％

ご
み

減
量
で
き
る

生ごみ 41.7％ 42.3％ ‐ 0.6％

手つかず食品 2.2％ 1.5％ 0.7％

資
源
化
で
き
る
ご
み

新聞 0.3％ 1.3％ ‐ 1.0％

チラシ等の古紙 3.1％ 5.3％ ‐ 2.2％

プラ製容器包装 3.3％ 4.3％ ‐ 1.0％

布類 4.9％ 8.2％ ‐ 3.3％

ペットボトル 0.3％ 0.1％ 0.2％

空き缶 0.0％ 0.0％ 0.0％

　　  不燃ごみ 0.0％ 0.2％ ‐ 0.2％

▲ 令和６年 12 月実施
　対象：村で燃えるごみとして出された１０袋を
　　　　無作為に抽出
　方法：燃えるごみ袋の中身を調査し、はかりで
　　　　種類別に重さを計測し、重量比で計算

　　ごみの減量は、収集・運搬・処理に係る費用
　の削減や焼却施設の長寿命化につながるだけで
　なく、二酸化炭素排出量の削減に
　もつながります。引き続き、ごみ
　の減量と資源化にご協力をお願い
　します。

組成調査結果
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20

月

21

火

22

水

23

木　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

17
時
～

24

金　

事
業
所
エ
コ
プ
ラ
ザ

　

初
区
長
会　

18
時
～

25

土　

子
ど
も
文
化
王
国
（
囲
碁
）　

９
時
～

26

日　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

27

月

28

火　

29

水　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

30

木

31

金

1

土

2

日

3

月　

消
防
正
副
分
団
長
人
事
発
令
式　

18
時
～

4

火

5

水　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

　

消
防
初
部
長
会　

18
時
30
分
～

１月

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

村税等の口座振替日は 1月 27 日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

社協関係の行事は 35ページ
「社協の予定」をご覧ください。

有 

料 

広 

告

自衛官募集のお知らせ

≪第５回自衛官候補生≫
◉概要　技能と体力を一心に磨く任期制自衛官
◉資格　18 歳以上 33 歳未満の者
◉受付　令和７年２月 19 日（水）まで
◉試験日　
○ Web 試験　令和７年２月 26 日（水）
　　　　　　　　　　～２月 27 日（木）の間
○口述試験・身体検査　令和７年３月１日（土）
◉問い合わせ
　自衛隊長野地方協力本部　長野地域事務所
　電話 026（235）6026

ごみの処分量

燃える
ごみ処分量

令和６年 12月 令和５年 12月 前年同月比

69,000kg 70,320kg 98%

燃えない
ごみ処分量

令和６年 12月 令和５年 12月 前年同月比

4,630kg 6,060kg 76%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞 1,190kg 14.0 円 /kg 18,326 円

雑　誌 3,750kg 12.0 円 /kg 49,500 円

段ボール 1,010kg 13.0 円 /kg 14,443 円

紙パック 　　40kg 10.0 円 /kg 　　440 円

合計 82,709 円

令和６年12月古紙の売払金額
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２月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 １ 0 21 野沢温泉村 0 １ 39 その他 0 0 ４

飯山市 ０ ３ 134 栄村 0 0 18 《合計》 1 ４ 216

件 件 件 件 件件 件件 件12 月の出動件数（岳北消防本部）

消火の確認　何回やっても　ファインプレー

【1 月 20 日㈪～ 2 月 19 日㈬】

え人
権
か
る
た

6

木

7

金　

分
館
長
・
主
事
会　

18
時
30
分
～　

8

土　

9

日

10

月

11

火

12

水

13

木　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

17
時
～

14

金　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

15

土　

木
島
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
16
日
）

16

日　

17

月　

申
告
相
談
（
～
3
月
17
日
）

18

火

19

水

20

木　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

9
時
～
11
時

広
報
配
布
日

家
庭
の
日

建
国
記
念
日

笑
顔
を
つ
く
る　

種
を
ま
こ
う

　
　
　
　
　

そ
し
て　

な
か
よ
し
の
水
を
あ
げ
よ
う

３歳児視機能検査
受付：13：00～13：15
場所：保健センター
◉麻しん風しん混合：１月20日㈪
　対象：令和５年８月～10月生

うまれ

◉四種・五種混合：1月27日㈪
◉ヒブ・肺炎球菌・ロタウイルス：
　　　　　　　　　　2月７日㈮
　ロタウイルスの対象
　　　　：令和６年9月～11月生
◉Ｂ型肝炎：2月14日㈮

日にち：２月６日㈭
受付：13：15～13：30
場所：保健センター
対象：令和６年７月～12月生

日にち：２月13日㈭
受付：14：30～15：00
場所：保健センター
対象：令和３年９月～令和４年２月生

日時：2月17日㈪
受付：11：45～12：00
場所：木島平クリニック
対象：令和６年7月生

保護者同士の交流の場として、おひさ
ま保育園プレイルームを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00～11：30
※毎月第１木曜日は15：00まで延長

予 防 接 種

場所：おひさま保育園プレイルーム
◉1月21日㈫　９：45～
　「かおり先生の食育教室」
◉1月31日㈮　10：30頃～
　「親子ふれあいリトミック♪」
◉2月３日㈪　9：45～
　「豆まきをしましょう!!」
◉2月12日㈬　10：15～
　「親子ふれあい遊び（製作）」
◉2月18日㈫　9：45～
　「おひさま保育園説明会」
※曜日や時間をよくご確認ください。

おひさま教室

おひさま広場
乳児整形検診

BCG 予防接種
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さ
て
、
年
々
、
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
中
、
昨
年
の
夏
は
猛
暑
と
少
雨

さ
て
、
年
々
、
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
中
、
昨
年
の
夏
は
猛
暑
と
少
雨

に
よ
り
、
農
作
物
の
生
育
と
品
質
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

に
よ
り
、
農
作
物
の
生
育
と
品
質
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
昨
年

そ
の
中
で
、
昨
年
1212
月
に
山
梨
県

月
に
山
梨
県
北北ほ

く

と

し

ほ

く

と

し

杜
市
杜
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
「
米
・
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11月29日から12月12日まで

令和６年 12 月第４回定例会

　今議会に村から提案された［承認案１件、予算案８件、条例案４件、同意案１件］は、すべて承認・
可決・同意しました。また、陳情６件を審査しました。賛否の分かれた議案は 24 ページに記載して
います。

リフト券補助拡充、給食食材費などを審議 

　令和６年度 一般会計補正予算（第４号）5,743 万円増額（総額 40 億 6,536 万円）の補正予算を
全会一致で可決しました。主な補正予算を抜粋してお知らせします。（千円以下を四捨五入）

総務課

民生課

産業課

補正予算
ピック
　　アップ

「令和６年12月定例会の審査意見」
【予算決算常任委員会】

　　　　一般会計補正予算の債務負担行為で、デマンド交通・シャトル便の運行委託費が倍増している。
交通弱者が増える中、交通手段の確保は必要な施策であり、将来にわたり交通手段を維持できるよう、
早急に様々な方法を検討されたい。

意見１

・パソコン（更新20台）等備品購入費　307万円
・人事院勧告（※1）に伴う人件費増額見込み分　1,723万円　（※1  26ページに説明あり）
・介護保険特別会計への繰出金　275万円
・障害者自立支援事業　1,477万円（国・県費含む）
・福祉医療費　228万円（県費含む）
・新型コロナ予防接種に係る委託料　1,180万円（その他財源含む）
・有害鳥獣対策事業費　109万円
・木島平ブランド確立事業　13万円
　　・空き家活用等補助金　65万円
　　・給食食材費高騰分補てん　300万円
　　・村民リフト券購入補助費　440万円

産業企画室
教育委員会

条例改正
ピック
　　アップ

●防災会議条例の一部改正
　�　構成員に「地方指定行政機関の職員」「村長が

必要と認める者」を追加する他、「定数の変更
（25人以内）」と「任期を削除」する改正。

●税条例の一部改正
　�　軽自動車税の減免の対象に「生活保護受給者」
「天災その他特別な事情により減免が必要な者」

が所有する軽自動車を追加する改正。

【令和６年度～７年度債務負担行為（予算執行は令和７年度）】※2
　　　　デマンド交通運行業務委託1,800万円
　　　　シャトル便運行委託1,500万円

※2債務負担行為とは…翌年度以降にも金銭的負担が生じる場合
　に、その内容や限度額をあらかじめ予算書に定めておくこと。

建設課
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みなさんからの請願・陳情

陳情第６号 総務民生文教常任委員長報告「継続審査」に対する討論　　　　 　　　山浦　登

資格確認書はプッシュ型（申請なし）で発行するとしているが、法令上申請主義のままであることか
ら、寝たきりや認知症、障がいを持つ方などが手続きできない等懸念され、トラブルが相次いでいる。
任意であるマイナンバーカードの取得と国民皆保険制度を結びつけることに無理がある。よって、現行の
健康保険証を廃止することなく存続を求める本陳情の採択を求め、委員長報告に反対する。

反対

 ≪賛 否 の 分 か れ た 議 案 の 結 果≫

■表の説明：〇賛成（起立）、×反対　（議長は議決に参加しないため、議員名から外してあります）

議　　案

議　　員　　名
採
決
結
果

関
　
達
夫

湯
本
直
木

湯
本
行
浩

山
本
隆
樹

山
浦
　
登

丸
山
邦
久

江
田
宏
子

山
﨑
栄
喜

陳情第６号　「現行の健康保険証の存続を
求める意見書」の提出を求める陳情書 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 継続審査

受理番号 件　　名 審査結果 対応・理由等

陳情第３号
※９月継続審査

母（王
お う か い げ ん

乖彦）が中国で不法に逮捕されて
いる件に関する要望

継続審査 外交問題もあり、結論が出ないため。

陳情第６号
※９月継続審査

「現行の健康保険証の存続を求める意見
書」の提出を求める陳情書 継続審査

陳情の趣旨は理解できるが、現段階
では資格確認書で対応可能。今後の
政府の対応を見てから判断が必要。

陳情第７号
刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の
速やかな救済を求める意見書提出につい
ての陳情書

採　択 衆・参議院議長、内閣総理大臣、法務
大臣あてに意見書を提出。

陳情第８号
臓器移植に関わる不正取引、非人道性が
疑われる国への渡航移植等を防止するた
めの法整備等を求める意見書提出の陳情

採　択 衆・参議院議長、内閣総理大臣、厚生
労働大臣あてに意見書を提出。

陳情第９号

福祉医療給付制度を国の制度として確立
することと、医療費助成に係る国民健康
保険の国庫負担減額調整措置をすべて廃
止することを求める陳情

採　択 内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務
大臣あてに意見書を提出。

陳情第 10 号 再審法改正を求める意見書の採択に関す
る陳情 採　択 衆・参議院議長、内閣総理大臣、法務

大臣あてに意見書を提出。

同意 ●固定資産評価審査委員会委員の選任
　氏名：竹原雄一さん（北鴨）　任期：令和６年 12 月 18 日から３年間

　議員定数 10 人のところ、現在の議員数は９人で、昭和 30 年に木島平村が発足して以来、初めて
欠員となっています。ほかにも議会としての課題は様々ありますが、議員のなり手不足解消や議会、
選挙に関心を持っていただけるよう活動していくため、特別委員会を設置しました。

■委員長　関　達夫　　■副委員長　湯本直木　　■委員　丸山邦久、江田宏子、山﨑栄喜

◆◆◆議会改革特別委員会を設置しました◆◆◆
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９月定例会以降の議会活動
第19回長野県地方自治政策課題研修会（11月12日）県庁・YouTube配信

県議会（研修会実行委員会）主催で、山口大学大学院創生科学研究科（准
教授）・総務省消防庁消防大学校（客員教授）の瀧本浩一氏を講師に「地域
の防災・減災力の底上げ」などをテーマにお話しいただき、「自身を守る
防災対策（家具転倒防止など）」や「あらゆる可能性を想定した『実践的な
訓練』」などの必要性を力説された。

また、災害に対する意識改革や啓発、地域のつながりを確認できる訓練
で好評な事例として、住民が集まるイベントや事業などに合わせての訓練

（炊き出し・避難所体験など）の取組みが紹介された。

「令和６年９月定例会の審査意見」に対する村の対応

【総務民生文教常任委員会】
　委員会審査の結果で出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。（要旨抜粋）

　　　　第７次総合振興計画について、村づく
りへの意識醸成につながるよう、今後、村民の
皆さんとの意見交換や意見聴取の機会を設ける
など、広く周知を図られたい。

　　　　現在策定を進めている「第３期木島平村
まち・ひと・しごと創生総合戦略（仮称）」と併せ、
実施計画や令和７年度予算も含め今後周知していく。
引き続き村民の皆様のご提案やご意見を行政に反映
できるよう取り組んでいく。

対応１意見１

　　　　総合グラウンド、弓道場等、未利用施
設については、維持管理費がかかることから、
今後のあり方を早急に検討されたい。

　　　　弓道場はコロナ禍から未利用となってい
たが、主な利用団体が今後も利用を予定しており、
引き続き維持管理していきたい。
総合グラウンドは当面は必要な維持管理を行うが、
跡地利用含め今後の在り方を更に検討する。

対応１意見１

【予算決算常任委員会】（令和５年度決算について）

　　　　中学生のルクセンブルク交流事業につ
いては、公平性や村の財政負担の面からもあり
方を検討されたい。

　　　　往来交流は、20 年以上が経過した中で、
今後の交流方法について「再考」する。
また「教育の平等」の観点からも、すべての子ども
達が体験できる体験学習、交流事業の実現に向けて
検討をしていく。

対応２意見２

　　　　公用車の導入にあたっては、購入と
リースのメリット・デメリット等をしっかり検
討し、対応されたい。

　　　　公用車の導入にあたっては、今後経済性や
維持管理の観点からメリット・デメリットを検討し
対応していく。

対応３意見３

百
ゆ り い ば し

合居橋架替工事現場視察（11月18日）栄村（箕
みつくり

作～月岡）
北信建設事務所管内の議員による現場視察が行われた。
この地域は、令和元年の東日本台風 (19 号 ) で、越水による家屋の浸水

など甚大な被害を受けたため、現在、越水による被害や、浸食を防止し、
沿川住民の生命、財産を守るための築堤や橋梁の架け替えなど、県による
事業が進められている。百合居橋は、栄村内の千曲川右岸側地域と左岸側
の地域を結ぶ重要な橋であり、「送り出し工法」による橋の架け替え現場を
見せていただいた。

今回の視察を通して、大規模なインフラ工事が多くの人々の協力と技術
によって支えられているかを改めて実感した。現場の方々の努力と技術に
感謝し、無事に工事が完了することを心から願う。

県知事あいさつ

現場の様子
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１　関　達夫
①温暖化対策を実践強化しよう
②村内事業者支援はいかに
③少子化の現実と子供たちの学校はどうなる

２　山浦　　登
①投票所再編後の投票率について
②学校給食費無償化について
③今シーズンのスキー場運営について
④道の駅ファームスについて
⑤マイナ保険証一本化と保険証廃止について
⑥防災対策について

３　湯本　行浩
①木島平村の少子化問題について
②農業振興と地域資源の活用

各議員の一般質問の項目
12月４日・５日に７人が一般質問を行いました。質問・答弁の要旨は来月（２月号）の議会だよりに掲載します。

１　山本　隆樹
①村内で進められている県工事の状況について
②リカレント教育の推進について

２　丸山　邦久
①高齢者の一人暮らし世帯の見守りについて
②木島平村の主体性について

３　山﨑　栄喜
①第７次総合振興計画実施計画について
②財政計画について
③創業支援について

４　江田　宏子
①身寄りがない方等の支援策について
②調布市等での村のPR戦略について
③総合戦略について

第２日目（12月５日）第１日目（12月４日）

【村からの提出案件】
11月21日
・協議事項
（1）財政計画・実施計画について
（2）人事院勧告※に伴う条例改正等の対応について

議会全員協議会
【議員間協議】
９月25日
（1）議会一般質問 一問一答について
10月21日
（1）議会一般質問 一問一答について
（2）木島平村議会課題解決研究会
11月21日
（1）議会一般質問 一問一答について
（2）令和７年姉妹都市盟約40周年
　　  調布市・木島平村議会交流事業について
11月29日
（1）先例集・申し合わせ事項・一問一答の内規
　　  一部改正について
（2）令和７年度国内視察研修について

※人事院勧告とは
民間企業と国家公務員の給与格差をなくすために法律
で定められている制度で、人事院が内閣・国会に向け
て「国家公務員の処遇改善の勧告」を行うもの。
市町村は、人事院勧告に伴う国や都道府県の動向等を
踏まえ、方針を決定する。

　より深く議論し、分かりやすくするため、令和５年12月定例会から試行と協議を重ねてきましたが、
９月議会を経て、12月議会から完全実施することとなりました。
　・質問のみで45分の時間制限
　・質問の最初から一問一答（質問回数に制限なし）
　・村の答弁は自席で行う
　
　経過と詳細は、議会だより10月号の６ページ目（右QRコード）をご覧ください。

一般質問を一問一答方式で決定！！一般質問を一問一答方式で決定！！
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議会だより編集委員

委 員 長　江　田　宏　子
副委員長　山　本　隆　樹
委　　員　山　浦　　　登
　　　　　関　　　達　夫
　　　　　湯　本　直　木
　　　　　湯　本　行　浩

定例会・臨時会の会議録は、どなたでもご覧いただけます

会議録は、定例会・臨時会の本会議記録を載せています。
次の場所・方法で閲覧できます。
・役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８：30 ～午後5：15）
・村公式ウェブサイトに掲載

木島平村 で検索して、次のように進んでください。

※12月定例会会議録は、現在作成中のため次回定例会までに掲載予定です。

公式ウェブサイト（トップページ下段）の 木島平村議会  →  会議録

　

　スマートフォン・タブレット
からは、ＱＲコードの読取り
でご覧いただけます。

議会を傍聴しませんか

本会議は、どなたでも傍聴できます。
傍聴席は、役場２階 議場後方が入口です。

　また、本会議は、ふう太ネットで生放送および
再放送をしています。
　開会日と閉会日の再放送は、当日の午後７時
からです。一般質問の再放送は、ふう太ネット
番組表または音声放送等でご確認ください。

【３月議会定例会】※現時点での予定です。

　　開　会　日　２月28日（金）
　　一般質問①　３月 ６日（木）
　　一般質問②　３月 ７日（金）
　　閉　会　日　３月18日（火）

次回定例会の開催予定

　２月1２日（水）午後５時
　　議会事務局へ直接お持ちいただき、事務局員
　に説明をお願いします。

請願・陳情の受付締切日
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。
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ご
存
じ
で
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木島平村農業委員会活動内容
事　務 活動の内容

農業委員会総会
での審議事項

・農業委員会総会において以下の内容について審議して合議体として決定する。
　（毎月1回）
①農地等の権利移動の許可、農用地利用集積等促進計画の決定
②農地転用の許可に当たって、付記すべき意見の決定
③非農地化の決定（年度末）

農地等の利用の
最適化の推進

①担い手への農地の利用集積・集約化 
・地域における担い手、出し手の状況把握活動（随時）
・村農業振興公社と連携し、農地中間管理事業の啓発と促進（随時）
②遊休農地の発生防止・解消
・農地パトロールの実施（８月～１１月）
・農地利用意向調査の実施（１月～１２月）
・山林原野化農地の非農地化を進める（随時）
③新たな農業者参入促進
・新規就農者確保に向けた制度の周知と啓発促進（随時）
・新規就農者へのフォローアップ
④違反転用の適正な対応
・個別、一斉パトロールの実施（随時）

担い手の育成・
確保と情報提供
活動

①地域の話し合いへの参加、コーディネーター役
②法人化・農業経営の合理化の支援
③農業者年金の加入推進
④全国農業新聞の普及活動

その他

・農業者等との意見交換会
・研修視察の実施
・農村女性のつどいへの参加（８月頃）
・村民祭への参加（１０月）
・長野県農業委員会大会への参加（１１月）
・調布市農業まつりへの参加（１１月）
・その他研修会、会議への参加
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～農業委員会では～農業委員会では
　　こんな活動をしています～　　こんな活動をしています～
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われら　　年生まれ巳巳
2025年／令和７年

　明けましておめでとうございます。
　村内の年男・年女の中から、次の方々に今年の抱負や決意などを寄せていた
だきました。
※【令和7年 年男・年女掲載対象者】
平成25年(12歳)→南部・男、平成13年(24歳)→女、平成元年(36歳)→男
昭和52年(48歳)→女、昭和40年(60歳)→男
昭和28年(72歳)、昭和16年(84歳)、昭和4年(96歳)→全村の男女
（平成20年度作成の「年男・年女掲載予定表」から）

八度目の年女を迎えることができるとは思ってもいなかっ
たので、自分でもびっくりしています。おかげさまで杖を使
わないで歩いていますが、何をするにもゆっくりになって時
間がかかるようになりました。夫、兄弟姉妹、義兄弟も先に
旅立ってしまいさみしい気持ちもありますが、少しでも長く
大病もしないで穏やかに一日一日を送りたいと思います。

山㟢　カツ子 さん（小見・昭和4年生）

み
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島崎　志
し づ か

津香 さん（内山・昭和52年生）

①勝山　陽
ひ な た

太 さん
（糠千）

②河野　隼
し ゅ ん た

大 さん
（大町）

③髙木　瑛
え い と

飛 さん
（山口）

（平成25年生）

①�６年生になるから委員
会を頑張りたい。
②ゲームとサッカー

①�野球と習字どちらも手
を抜かず全力で頑張る。
②�自転車に乗ってどこか
に行きたい

①�ジャンプ大会頑張り
たい。

②�ゲーム・スキー・工
作・暗算

①決意や目標
②趣味や特技
　など

１ ２ ３

半世紀近くも生きたことに驚いています。みんなおかげ
さまです。
これからの人生の目標は、根っこになること。後に続く
人たちが大樹に育つよう、まずは自分が元気でいることを
第一に精進して参ります。
８年前にご縁を頂き結婚できましてからは、ご恩返しを
したいと思い、仲間と共に他人様の縁談のお世話をさせて
いただいています。お悩みの方、どうぞお気軽にお声がけ
ください。誰もが一人残らず幸せでありますように。
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　昨年の年女ひまり（辰年）、来年の年女いちか（馬年）に挟ま
れて、７度目の年男を迎えました。二人の孫たちを毎朝「おは
よう！いってらっしゃい！」と元気に見送り、夕方は「ただい
ま！」と元気な声で帰ってくる他愛のない毎日をぜいたくに過
ごしています。
　日々大きくなっていく孫たちの成長を見届けるとともに、一昨
年金婚式を迎えた妻とこれからも二人三脚で頑張っていきたいと
思います。

湯本　旭
あきら

 さん（中村・昭和16年生）

　軍事から平和外交へ、ようやく方向を転換したゼレンスキー大統領。「ふてほど（不
適切にもほどがある！）」「裏金問題」などが流行語大賞に。言われた価格で武器を
買い続ける日本。企業の内部留保が 550兆円を超えた。そんな中、貧富の差が増々
拡大していると感じるこの頃。老人や若者の生活を保障し、食糧生産に責任を持つ
のが国の責任。食糧自給こそ何よりの安全保障。米を作って 45年。いい時なかっ
たなあ。でも作り続けよう孫や子のために。

宮崎　俊
しゅんいち

一 さん（市之割・昭和28年生）

　今年は、仕事とプライベートを充実させたいと思っています。仕事では、常に学ぶ
ことを忘れず、人として社会人として成長していけるようにしたいです。
　プライベートでは、友人や家族など人との関りや、趣味・娯楽などを通して充実し
た一年にしたいです。
　これからも感謝を忘れず一日一日を大切に過ごせるようにしたいと思います。

福原　藍
あ い り

璃 さん（高石・平成13年生）

　まだまだと思っているうちに 50代があっという間に過ぎ去り、いよいよ還暦を
迎えます。
　移住して 15年目、仕事と畑作業、古民家いじりと冬の雪構い等々、日々の暮ら
しに追われながらも、季節の移り変わりを五感で感じられる村の自然環境に、居心
地の良さを感じています。新年は、公私ともに慌ただしい一年となりそうですが、
体力の衰えを前向きな気持ちでカバーしつつ乗り切っていきたいと思います。

内藤　正
ま さ み

巳 さん（西小路・昭和40年生）

　一昨年末に家を建て、ようやく木島平に戻ってきました。
　現在は、仕事の傍ら「地域の子どもたちのために」と微力なが
ら『みゆき野 FC』でサッカーを教えています。
　仕事でもサッカーでも指導する立場です。「学ぶことをやめた
ら教えることをやめなければならない」「子ども＝未来」をモッ
トーに、常に学び続けながら子どもたちの未来に触れていきたい
と思います。
　次の年男になるまでの自分自身の成長も楽しみです。

髙森　章
し ょ う ご

吾 さん（中村・平成元年生）
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11
月
23
日
、
本
年
度
の
子
ど
も
文
化
王

国
が
始
ま
り
、
第
1
回
は
将
棋
を
行
い
ま

し
た
。
栗
林
清き

よ
と登

さ
ん
（
大
町
）
を
講
師

に
、
将
棋
の
駒
の
動
か
し
方
を
学
ん
だ
後
、

は
さ
み
将
棋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

　
第
2
回
の
12
月
14
日
は
、
瀧
澤
桂け

い
こ子

さ

ん
（
中
村
）
を
講
師
に
、
百
人
一
首
を
行

い
ま
し
た
。
読
み
札
（
上か
み

の
句
）
を
詠よ

ん

で
、下し
も

の
句
（
取
り
札
）
を
取
る
競
技
で
す
。

　
次
回
は
、
1
月
25
日
（
土
）
囲
碁
を
行

い
ま
す
。

子
ど
も
文
化
王
国

子
ど
も
文
化
王
国
～
将
棋
・
百
人
一
首
～

はさみ将棋の様子はさみ将棋の様子 駒の動かし方を学ぶ駒の動かし方を学ぶ

二手に分かれて二手に分かれて源源
げんぺいげんぺい

平平合戦合戦 対戦の様子対戦の様子

親子しめ縄づくり～今年も歴史をつなぐ取組みができました～

　12 月 21 日、 親子
しめ縄づくりが小学校
で行われ、講師の先生
を含めて 30 名が参加
しました。
　わらで縄を編むこと
に苦戦しながらも、自
分だけのしめ縄を完成
することができました。



公 民 館 報　2025.1（No.584）

33

今 月 の 一 冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

ちっちゃな図書館 往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館
開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

公民館図書委員 辻村　安
や す え

江

昨年の夏は暑かった。年々暑くなっている気がするし、突然の豪雨や巨大台
風など洒

し ゃ れ

落にならない規模だな。と感じている方多いのでは？
とはいえ、気候変動、温暖化っていうけど何したらいいの？少しでもそう感
じているならこの本をおすすめします。
こちらの本は、可愛いシロクマ親子が「クマっちゃうんですよね。」とか言
いながらギャグを連発する、ちょっと可

お か

笑しくて、カワイイ感じのノリで地球
温暖化について面白おかしく軽快に説明してくれます。しかも、わかりやすい
言葉と、でっかい字で！
軽い気持ちで読んでいただければ、後半にシロクマ親子の伝えたいことがど
れほど切実なことなのか、私たちが何をどう意識していけばいいか、このまま
放置するとどうなってしまうか感覚的にとても良く分かります。なので、最後
まで読むと
「人間っていうのはね、たくさん過ちを犯すけど、必ず過ちから学び、乗り
越えることができる生き物なの。」
というママシロクマの言葉を裏切らない人類でいたいと思えるはずです。

『最近、地球が暑くて
クマってます。』

水野敬也／著　長沼直樹／著

　
冬
に
な
れ
ば
、
さ
び
ぐ
な
る
し
、
日
は
短

く
な
る
し
、
雪
は
降
っ
て
来
る
し
な
っ
ち
ょ

だ
え
。

　
今
月
は
、「
ほ
う
て
（
ほ
う
て
ぎ
）」
と
「
ふ

う
き
ど
り
」
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　「
ほ
う
て
」
は
「
降
っ
た
ば
か
り
の
雪
・

新
雪
・
道
の
な
い
雪
原
」
を
、「
ふ
う
き
ど
り
」

は
「
吹
雪
」
と
い
う
意
味
で
使
い
ま
す
。

　「
き
ん
な
（
昨
日
）、
え
っ
ぺ
（
た
く
さ
ん
）

雪
降
っ
た
か
ら
、
お
ら
（
私
）、
畑
ん
（
の
）

中
ほ
う
て
こ
い
で
き
た
ら
（
新
雪
を
踏
み
分

け
て
き
た
ら
）、
長
靴
ん
（
の
）
中
、
雪
え
っ

ぺ
（
た
く
さ
ん
）
で
、
ち
び
て
や
（
冷
た
い

な
）。」

　
昔
、
雪
が
降
っ
た
ば
か
り
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
田
畑
を
走
り
回
っ
て
、
長
靴
の
中
が
雪
だ

ら
け
に
な
っ
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　「
お
ら
（
私
）
車
乗
っ
て
た
ら
、
ふ
う
き

ど
り
（
吹
雪
）
で
、
ま
～
ん
で
（
ま
っ
た
く
）

前
な
ん
か
見
え
や
し
ね
く
て
（
見
え
な
く
て
）

お
っ
か
な
か
っ
た
（
怖
か
っ
た
）
～
」

　
ま
た
、
吹
雪
の
中
、
車
を
運
転
し
て
い
る

と
横
な
ぶ
り
に
な
っ
て
、
全
く
前
が
見
え
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
田
舎
の
冬
は
、
節
分
ま
で
我
慢
の
毎
日
で

す
。 シ

リ
ー
ズ
　

シ
リ
ー
ズ
　
木木おお

島島らら

平平ほほ

のの
方方こ
と
ば

こ
と
ば言言
⑥⑥

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

くろはおうさま（メネナ・コティン／ロサナ・ファリア）　ぞうくんのおおゆきさんぽ（なかのひろたか）
しごとってなんだろう（細

ほ そ か わ て ん て ん

川貂々） はじめての手
て

づくり針
は り

を使
つ か

わない手
し ゅ げ い

芸（Loving moon他） おせち（内
う ち だ

田有
ゆ み

美）
絵

え

で見
み

て楽
た の

しい！はじめての和
わ

の音
お ん が く

楽（上
う え の

野哲
て っ せ い

生）　たてもの（岡
お か だ

田哲
さ と し

史）

アレの正しい使い方図鑑（東京トリセツ研究会）　楽しく学べるはにわ図鑑（かみゆ歴史編集部）
タネまく動物（小池伸

し ん す け

介、北村俊
し ゅ ん ぺ い

平） フェルトで作る、おままごとの布絵本（アップルミンツ）
トースターで作れる！食べきりサイズのお菓子（松尾美

み か

香）　みんなの接客英語（広瀬直
な お こ

子）
5歳の壁（和田秀

ひ で き

樹）　言葉にする習慣（さわらぎ寛
ひ ろ こ

子） 青い壺（有吉佐
さ わ こ

和子） またうど（村木嵐
ら ん

）
おやごころ（畠中恵

めぐみ

）　ゆびさきに魔法（三浦しをん）　こぼれ落ちる欠片のために（本多孝
た か よ し

好）
浅草寺子屋よろず暦（砂原浩

こ う た ろ う

太朗）和のゆるふで（ふでこ）タネまく動物（小池伸
し ん す け

介、北村俊
し ゅ ん ぺ い

平）
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 さ
わやか笑顔さん

デイサービススタッフ

大 本 哲 也さん

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

木
島
平
村
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　
武 

田  

彰 

一

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
木
島
平
村
社
会
福

は
、
日
頃
よ
り
木
島
平
村
社
会
福

祉
協
議
会
の
活
動
に
、
ご
理
解
と

祉
協
議
会
の
活
動
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
終
息
し
た
訳
で

コ
ロ
ナ
感
染
が
終
息
し
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染
症
法
の

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染
症
法
の

位
置
付
け
が
二
類
か
ら
五
類
に
移

位
置
付
け
が
二
類
か
ら
五
類
に
移

行
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
社
会

行
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
社
会

や
人
の
流
れ
が
大
き
く
動
き
出
し

や
人
の
流
れ
が
大
き
く
動
き
出
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
も
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
も
、

こ
れ
ま
で
の
自
粛
、
縮
小
か
ら
以

こ
れ
ま
で
の
自
粛
、
縮
小
か
ら
以

前
の
よ
う
な
活
発
な
も
の
へ
と
、

前
の
よ
う
な
活
発
な
も
の
へ
と
、

ま
だ
ま
だ
手
探
り
で
は
あ
り
ま
す

ま
だ
ま
だ
手
探
り
で
は
あ
り
ま
す

が
変
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き

が
変
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

ま
し
た
。

障
が
い
者
希
望
の
旅
・
じ
ょ
ん

障
が
い
者
希
望
の
旅
・
じ
ょ
ん

の
び
は
七
月
に
須
坂
市
古
城
荘

の
び
は
七
月
に
須
坂
市
古
城
荘

ま
で
足
を
延
ば
し
、
入
浴
と
昼

ま
で
足
を
延
ば
し
、
入
浴
と
昼

食
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

食
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
九
月
の
高
齢
者
へ
の
敬
老
訪
問

た
。
九
月
の
高
齢
者
へ
の
敬
老
訪
問

で
は
一
〇
三
歳
の
最
高
齢
者
を
始
め

で
は
一
〇
三
歳
の
最
高
齢
者
を
始
め

一
〇
〇
歳
以
上
の
五
名
の
元
気
な
姿

一
〇
〇
歳
以
上
の
五
名
の
元
気
な
姿

に
感
銘
を
受
け
、
十
月
の
村
民
祭
ふ

に
感
銘
を
受
け
、
十
月
の
村
民
祭
ふ

れ
あ
い
広
場
の
開
催
は
昨
年
に
続
き

れ
あ
い
広
場
の
開
催
は
昨
年
に
続
き

大
勢
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き

大
勢
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
行
事
を
行
う
ご
と

ま
し
た
。
ま
た
、
行
事
を
行
う
ご
と

に
、
社
協
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
を

に
、
社
協
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

大
勢
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上

大
勢
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

多
く
の
高
齢
者
が
利
用
す
る
社
協

多
く
の
高
齢
者
が
利
用
す
る
社
協

の
各
事
業
所
で
は
、
感
染
対
策
に
は

の
各
事
業
所
で
は
、
感
染
対
策
に
は

特
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま
し
た
が
、

特
に
注
意
を
払
っ
て
き
ま
し
た
が
、

本
年
も
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

本
年
も
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
施
設
内
感
染
が
起
き
て
し
ま
い
ま

の
施
設
内
感
染
が
起
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
時
そ
の
時
の
対
応
を
し

し
た
。
そ
の
時
そ
の
時
の
対
応
を
し

っ
か
り
と
行
い
、
抵
抗
力
の
弱
い
高

っ
か
り
と
行
い
、
抵
抗
力
の
弱
い
高

齢
者
の
皆
さ
ま
に
今
後
も
安
心
し
て

齢
者
の
皆
さ
ま
に
今
後
も
安
心
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
研
鑽
と
工
夫
を
重
ね

一
丸
と
な
っ
て
研
鑽
と
工
夫
を
重
ね

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

最
近
は
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
て

最
近
は
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
村
と
社
協
が
行
っ
て

き
て
い
ま
す
。
村
と
社
協
が
行
っ
て

い
る
介
護
予
防
事
業
の
効
果
が
し
っ

い
る
介
護
予
防
事
業
の
効
果
が
し
っ

か
り
と
出
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

か
り
と
出
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

年
を
と
っ
て
も
、
足
腰
が
弱
く
な

年
を
と
っ
て
も
、
足
腰
が
弱
く
な

っ
て
も
い
つ
ま
で
も
在
宅
で
生
活
す

っ
て
も
い
つ
ま
で
も
在
宅
で
生
活
す

る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
家
庭
の
実
現
の
お
手
伝
い

す
。
そ
の
家
庭
の
実
現
の
お
手
伝
い

を
す
る
の
が
社
協
の
役
目
で
あ
り
、

を
す
る
の
が
社
協
の
役
目
で
あ
り
、

在
宅
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
昼
間
は
社

在
宅
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
昼
間
は
社

協
が
お
世
話
す
る
。
そ
の
こ
と
で
介

協
が
お
世
話
す
る
。
そ
の
こ
と
で
介

護
に
よ
る
離
職
を
な
く
す
こ
と
が
で

護
に
よ
る
離
職
を
な
く
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
、
木
島
平
村
社
会
福
祉
協

私
た
ち
、
木
島
平
村
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
お
一
人
お

議
会
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
お
一
人
お

一
人
に
寄
り
添
い
、
地
域
共
生
社
会

一
人
に
寄
り
添
い
、
地
域
共
生
社
会

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。
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事
業
所

紹
　
介

《
活
動
状
況
》

開
催
時
間
： 

９
時
30
分
～
11
時
45
分

（
出
入
り
自
由
。
都
合
の
つ
く
時
間
で

の
参
加
が
可
能
で
す
）

場
所
：
中
村
区
公
民
館

活
動
内
容
：
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
、
間
違
い
探
し
）、
体
操
（
ヨ

ガ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
）
ゲ
ー
ム
等

🅠
：
ど
う
や
っ
て
区
民
へ
周
知
し
た
の
？

Ⓐ
：
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
回
覧
方
式
で

区
民
へ
周
知
し
て
い
ま
す
。
区
民
同
士

で
誘
い
合
う
姿
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

🅠
：
活
動
内
容
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て

い
る
の
？

Ⓐ
：
社
協
職
員
が
お
勧
め
す
る
活
動
も

あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
参
加
さ
れ

る
方
が
自
由
に
考
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

決
定
し
ま
す
。

　

中
村
区
で
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
活

用
し
た
体
操
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
き

な
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
こ
と
で
動
き
が

わ
か
り
や
す
く
、
好
評
で
す
。

　

他
に
も
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
や

お
菓
子
を
使
っ
た
災
害
食
体
験
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

※
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
脳
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
体
操
等
、
内
容
に
つ
い
て
は
、

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
社
協
職
員
が
一

緒
に
考
え
ま
す
。
ま
た
、
道
具
の
貸
出

し
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

夏
休
み
期
間
に
は
、
育
成
会
と
も
一

緒
に
活
動
が
で
き
、
賑
や
か
な
交
流
と

な
り
ま
し
た
。
さ
あ
、
皆
さ
ん
の
地
区

も
〝
自
分
た
ち
の
望
む
活
動
づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
〟

1/15㈬ 〇安心買い物ツアー
1/16㈭ 〇集まろう！通いの場「ピース」
1/22㈬ 〇ふれあいランチ
1/29㈬ 〇集まろう！通いの場「ピース」
２/５㈬ 〇心配ごと相談（相談員…調停委員、人権擁護委員、民生児童委員）
２/６㈭ 〇ボランティア講座（地域のお宝発表会）
２/12㈬ 〇ふれあいランチ
２/13㈭ 〇集まろう！通いの場「ピース」
２/19㈬ 〇安心買い物ツアー
２/26㈬ 〇ふれあいランチ
２/27㈭ 〇集まろう！通いの場「ピース」

社協の予定社協の予定 1/15 ～ 2/28

【12月11日】
・ごはん・さばの和風トマト煮
・大根の乱切り・フルーツ
・かぼちゃのサラダ
・キャベツのコールスロー

・一人暮らしの高齢者、障がい者
・高齢者、障がい者のみの世帯
・昼間、高齢者、障がい者のみとなる世帯

対象となる方は
右記のとおりです

栄養豊富な手作りお弁当はいか
がですか？
ご利用を希望される方は、社協 
尾澤までご連絡ください。
調理にご興味のある方、配達に
ご協力いただける方、
是非ご協力ください。

第２、４水曜日を活動日
とし、地域ボランティア
の協力のもと配食サービ
スを行っています。
　１食：４００円
昼食のみ（11時～12時の
間にお届けします）

今月のふれあいランチ

【12月25日】　
・むらさき芋の炊き込みご飯
・野菜のかき揚げ
・鶏肉と人参のバーベキューソース
・かにかまとはるさめサラダ
・ほろふき大根の柚子みそと煮卵

分
館
開
放
事
業（
ぷ
ら
っ
と
）

木
島
平
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
分
館
を
拠
点
と
し
た
、
新
た
な
地
域
づ

く
り
を
各
区
の
社
協
支
部
長
を
交
え
て
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
以
降
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
つ
な
が

り
が
奪
わ
れ
る
場
面
も
多
く
〝
地
域
の
希
薄
さ
が
一
層
増
し
た
〟
と
感
じ
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
状
況
を
、
解
決
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
と
し
て
分
館
開
放
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

テーマ：広めよう支え合いの輪！地域のお宝発表会
　　　　※地域の支え合いを「お宝」として紹介し、
　　　　　支え合いの〝力〟をお伝えします。
日　時：２月６日（木）13 時 30 分～ 16 時
場　所：若者センター１Ｆ研修室
申込み締切：１月31日（金）までに社会福祉協議会
　　　　　　0269（８２）４８８８へご連絡下さい。

ボランティア講座

〝
中
村
地
区
〟の
分
館
開
放
事
業
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〝
中
村
地
区
〟の
分
館
開
放
事
業
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。アイスクリーム作りアイスクリーム作り

YouTube 体操YouTube 体操

交　流交　流



 

 髙原  百
も な

永ちゃん
 我が家の

 令和４年 11 月 11 日生まれ

（馬曲区/淳
あつし

さん・このみさん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 1 月 1 日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,950（-4） 2,096（-1） 4,046（-5）1,532（± 0）

　
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
お
絵
描
き
を

し
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
な
百
永

ち
ゃ
ん
。

　
服
の
ボ
タ
ン
を
外
せ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

自然劇場

◆令和７年 1 月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  
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１月掲載承諾分動きの人人人人

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

高
木　

清
き
よ
か
ず一

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
村
の
行
事
に
も
た
く
さ
ん

参
加
し
、
近
隣
の
故
郷
会
の
皆
さ
ん
と
も
交
流
を
持
つ
事
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
皆
さ
ん
と
笑
顔
溢
れ
る
日
々
を
過
ご

せ
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

村
で
は
、
第
７
次
総
合
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
、
未
来
に

向
か
っ
て
力
強
く
動
き
出
し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
の

原
風
景
は
多
く
の
地
域
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
縄
文
・
弥
生

時
代
の
太
古
よ
り
人
々
が
暮
ら
し
て
き
た
木
島
平
村
に
は
、
歴

史
が
あ
り
、
四
季
折
々
の
美
し
さ
以
上
に
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

の
や
さ
し
さ
と
温
か
い
人
情
が
あ
り
ま
す
。
何
か
キ
ラ
キ
ラ
と

し
た
も
の
が
感
じ
取
ら
れ
る
村
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
後
の
今
、
そ

の
事
が
よ
り
多
く
の
人
々
を
引
き
付
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
村
か
ら
は
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
で
リ
ア
ル
な
村
の

情
報
が
頻
繁
に
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
村
の
様
々
な

情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
知
る
事
が
出
来
て
、
私
の
知
ら
な
い
情

報
も
多
く
、
村
の
良
さ
を
新
た
に
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
ふ

る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
に
も
、
若
い
会
員
の
方
々
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
今
年
も
近
隣
の
故
郷
会
の
皆
さ
ん
や
調
布
市
の
皆

様
と
も
連
携
を
深
め
、
村
長
を
始
め
と
す
る
村
民
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
わ
り
な
が
ら
、「
木
島
平
っ
て
良
い
と

こ
ろ
だ
な
～
。」
と
い
う
思
い
を
、
多
く
の
人
達
に
し
っ
か
り

と
お
伝
え
し
て
、村
を
応
援
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
木
島
平
村
の
益
々

の
繁
栄
を
ご
祈
念
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

364

ごめいふくをお祈りします

　  12   .15         大　町  　　長谷川静
し ず お

雄　　    （83）
　  12   .17          高　石  　　大羽　早

さ な え

苗　　    （74）
　  12   .22          原大沢  　　萩原　    傳

つたえ

   　   　　 （86）
　  12   .22          柳久保  　　小林けさを　　    （91）
　  12   .25         高　石  　　樋口　キヨ　　  （100）
　  12   .25          北　鴨  　　峯村　武

た け こ

子　　    （92）
　  12   .30          中　町  　　山本　正

まさひろ

博　　    （91）

 

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 1,800 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。
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